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受験申請前の確認事項

（2020年9月更新）
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＜注意＞（次ページ参照）
• 申請を⾏う月から「８年以内」のプロジェクトが対象（それ以前のものは申請できません）
• 複数のプロジェクトの実務経験が重複する場合は、その期間をダブルでカウントすることは

できない。

A. プロジェクトの実務経験の解説

最終学歴（カテゴリー）により、経験期間が異なります。

1. 受験資格の確認・身分証明書の確定

最終学歴 経験期間

カテゴリー１ ４年制⼤学、⼤学院修⼠課程、
⼤学院博⼠課程

36ヶ月以上

カテゴリー２

高等学校、短期⼤学、専門学校、
高専（高等専門学校）、
中学校卒業で高等学校卒業程度認定
試験に合格された方

60ヶ月以上
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以下の条件を満たしていないと受験できません。

受験資格について1

A. プロジェクトの実務経験
（管理的・指導的な⽴場での実務経験）

B. プロジェクトマネジメントに
関する事前学習

＋
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※ WBTを申請するには、達成条件をクリアする必要があります。
WBTの達成条件の詳細については、別紙にて解説いたします。

最終学歴に関わらず、プロジェクトマネジメントに関する35時間以上の事前学習が必要です。
アイシンクの講座では、以下を受講することにより、PMI®の事前学習条件を満たします。

PM講座
PMP®集合研修 = 事前学習条件を達成あるいは

※WBT

B. プロジェクトマネジメントに関する事前学習の解説
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【プロジェクト実務経験の例】

実務経験期間︓① (4ヶ月) ＋ ② (35ヶ月) ＋ ③ (5ヶ月)＝44ヶ月
※ 重複期間はダブルでカウントできない

③
5ヶ月

重複期間
7ヶ月
cプロジェクト

22ヶ月

2020/9
（申請年月）

申請年月から８年以内のプロジェクト

2015/12 2018/10

①
4ヶ月

2012/102012/6

★dプロジェクト︓継続中の場合
⇒申請年月を終了月として⼊⼒
※未来の月を⼊⼒することは

できない

★aプロジェクト︓範囲外の場合
「2012/10｣からが有効期間

bプロジェクト
20ヶ月

②
35ヶ月

aプロジェクト dプロジェクト

対象期間（8年間）
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PMP®試験日当日には、有効期限内の「身分証明書」（顔写真付き）が必要です。

<注意>
身分証明書としてパスポートを新規に申請される場合は、あらかじめ氏名の
「ヘボン式ローマ字」を調べてから申請を⾏ってください。

身分証明書について2
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１. 1点で有効な身分証明書

パスポート

２．組み合わせにより有効な身分証明書（準備できるものを1つ選択）

運転免許証 ＋ クレジットカード ※

※ クレジットカードを提示される場合の条件
・表面に英語表記で氏名（必ずフルネーム）が記載（刻印）されていること
・裏面に直筆のサインがあること（英語／日本語いずれも可）

住⺠基本台帳カード ＋ クレジットカード ※

マイナンバーカード ＋ クレジットカード ※


